






要約:長期療養児とその家族にとっての心理専門職の必要性を調査するため心理士、指導

員、保母等療育スタッフに対しアンケートを行った。療養児個々に対する心理的関わりの

充実している病棟では入院時面接による専門性を活かした情報収集からアプローチは始ま

っている。集団療育に幅広い目的を持たせる事や日々の相談を受ける事により療養児全体

の健全な発達の促進に必要不可欠な存在となっている。さらに独自のフォローアップを行

う事により退院後も継続的な自立への援助や家族の支えとなっている。心理検査や心理療

法といった技術的な側面のみ強調されがちであるが、子どもや家族にとって療養生活の幅

広い面で専門性を活かした効果を生み出すのが心理専門職である。


